
（別紙３）

～ 令和７年　３月　３１日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

～ 令和７年　３月　３１日

（対象者数） 3名 （回答者数） 3名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今は、集団療育中心だが、今後は個別の部屋を活かし、個別

支援（言語・運動等）にも力を入れていく。また、指導訓練

室に見守りカメラを設置し、療育の様子を保護者様へ観てい

ただく機会も作っていきたい為、環境を整えている。

2

職員ひとりひとりが、今後もより丁寧な対応や説明を心掛け

ていき、相談や申し入れにも迅速かつ適切に対応し、今より

も保護者様や子どもたちに寄り添った支援や対応を心掛けて

いく。

3

新しい職種の職員も入社する為、今よりも活動内容や遊びを

幅広く提供が出来るように心掛けていく。新しい職員が入る

ことで今よりも子どもたちが楽しく通所できるように職員み

んなで協力してさらなる充実を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

少しずつ契約者のこども園や幼稚園等と担当者会議等を通し

て、利用している児童ひとりひとりの成長に繋げられるよ

う、連携を取っている。今後、交流やその他地域で他の子ど

もと活動する機会も作っていけたらと思っています。

2

まだ開所して２ヶ月目なので、保護者会や保護者同士の交流

の機会やきょうだい同士の交流の場を設けられていないの

で、保護者会の開催やきょうだい向けのイベントの開催等を

今後行えるように計画を立てていきたいと思っています。

3

まだ開所して２ヶ月目で避難訓練等の実施が行えていない

が、今後、年に２回は避難訓練等を実施する予定でいる。ま

た、実施する際には、事前にご利用者様と保護者様にお伝え

をしていく。

【環境・体制整備】

こどもの活動等のスペースが十分に確保されていて、生活空間

は、清潔で、心地よく過ごせる環境となっている。子どもたち

にわかりやすく構造化された環境になっていて、事業所の設備

等は障がい特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配

慮が適切になっている。また、子どもたちの活動に合わせた空

間となっている。

子どもたちが活動しやすいように指導訓練室も広いスペースに

なっており、毎日清掃等を行い、清潔を保ち、子どもたちが心

地よく過ごせる環境で遊ぶ道具等は絵カード等でわかりやすく

収納している。また、個室や個別支援の部屋や空間もあり、子

どもたちに合わせた空間となっている。

○事業所名 児童発達支援事業所　み・か・た

○保護者評価実施期間
令和７年　３月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和７年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　３月　３１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

【保護者への説明等】

事業所を利用する際に丁寧な説明があり、『個別支援計画書』

等を示しながら、支援内容の説明も行っている。日頃から子ど

もの状況を保護者様と伝え合い、子どもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができている。

契約時等、事業所を利用する際に丁寧な説明を心掛けている。

『個別支援計画書』等を示しながら、支援内容や支援目標等の

説明を行い、保護者様と共有している。また、定期的に子ども

の状況を伝え合い、健康や発達について共通理解が持てるよう

に心掛けている。

【満足度】

子どもたちが安心感を持ち楽しみに通所している。また、事業

所の支援や療育に対して満足していただいている。

子どもたちが楽しく通所できるように活動内容を工夫し、遊び

も幅広く提供が出来るようにしている。また、保護者様に対し

ても丁寧な対応や説明、情報共有等を行い、送迎時やお迎え時

等でお話しする時間を作り、連絡帳等でも日々の活動に対して

共有している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他

の子どもと活動する機会が少ない。

指定取得が令和７年２月１日で、まだ契約者数も少なく、保育

所や認定こども園、幼稚園等との交流やその他の地域の子ども

と活動する機会が作れていない。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者

同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい

るか。また、きょうだい向けのイベント開催等により、きょう

だい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支援

がされていない。

指定取得が令和７年２月１日で、まだ契約者数も少なく、保護

者会等の開催や保護者同士の交流の機会を設けたり、きょうだ

い向けのイベント開催やきょうだい同士の交流の機会を設ける

ことができていない。

事業所では、災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必

要な訓練をまだ行っていない。

指定取得が令和７年２月１日で、まだ避難訓練等の実施が行え

ていない。

事業所における自己評価総括表公表


